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２ ひろしまユニコーン10プロジェクト２ ひろしまユニコーン10プロジェクト

大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバル自治体の取組

挑戦を⽀える上で，成⻑フェーズに合わせたアシストが必要である。
アントレプレナー教育はもちろん，新規性や独自性を備え，世界市場獲得を狙える汎
用性のあるビジネスモデルに挑戦していく企業に対してのスケールアップ・アクセラ
レーションに向けた各種サポート，例えば，ベンチャーキャピタルなどの大⼝資⾦提
供者へ繋げるためのネットワーク構築や，海外の市場を取り込むためのサポートを準
備した。
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３ 今後拡充予定の取組について３ 今後拡充予定の取組について

大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバル自治体の取組

１ 知事等による経営者や起業家のインスパイア

挑戦しようとする人を励まし，意欲を引き出すのは，企業の経営者や先輩起業家といったリーダーの
役割であり，特に，経営者や起業家も含めてその地方全体を励ますのは知事の役割である。

様々なチャネルを通じて経営者等を感化し，鼓舞する。

２ ロールモデルやメンターが存在する小規模な起業エコシステムの形成支援

東京大学の松尾研究室や福山の企業モデルを参考に，大学・高専の研究室や企業の有志連合など
の小規模なコミュニティにロールモデルやメンターとなる人物，地元においてビジネス面で支援できる
人材などを配置し，起業のエコシステムの形成を図る。

併せて，中長期的には，東京大学の例にみられるような，アントレプレナー教育，ベンチャーキャピタ
ル，技術移転機関等に，それぞれコミットする人材を配置し，それらがワンセットになった起業エコシス
テム形成につながる支援インフラの構築を進める。

３ 起業等の先進組織・地域のリソースを活用したエコシステムの形成支援

中長期的な取組の成果が出るまでには時間を要することから，即効性の観点からは，地方の若者に
起業等の実績が高い教育プログラムをオンラインで受講させ，その中から選抜した起業志望者に対し
地元の企業や先輩起業家などの支援者，指導教員等の地元の縁や足掛かりを残しつつ，先進組織
等の有為な人材によるオンラインでのメンタリングの実施や首都圏の起業家のコミュニティ等へのアク
セスを促すことで，地方における起業のエコシステムの形成を図る。

４ 若者が企業の経営判断を経験できる場の創出

起業志望の若者は，デジタルスキルの習得と自らの判断で物事を動かしていく経験を欲しており，
特に後者については，地方の中小・中堅企業でこそそのような場を提供できることから，期限付きの
プロジェクトなどの形で経営者の補佐役として若者を受け入れ，企業経営に携わる経験を積ませる。
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３ 今後拡充予定の取組について３ 今後拡充予定の取組について
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５ 客員起業家制度の普及促進

起業のリスクを低減するとともに，起業の有望なシーズを発掘して育てる観点から，起業志望者を
雇用する客員起業家制度（ＥＩＲ：アントレプレナー・イン・レジデンス）を地方でも普及させ，制度を導入
するベンチャーキャピタル，大学，産業支援機関等に対して補助等の支援を行う。

６ スタートアップ等からの公共調達の促進

スタートアップ企業等で挑戦している人たちが，収入を得ながら経験を高め，サービスを磨いていくこ
とができるよう，公共事業を積極的にスタートアップ企業等に発注する。

７ 地域の特色あるスタートアップのための支援策

多種多様なスタートアップ企業を呼び込むため，先進的なビジネスモデルに対応した大胆な規制
緩和や税制優遇措置など，各地域で特色ある支援策を立案する。

８ 大学等によるＤＸ・ＡＩ教育改革及び実践への支援

これまでの基礎に傾倒した教育ではなく，実社会，ビジネスとの接続を意識した出口志向のＤＸ・ＡＩ
教育とその実践を行おうとする大学等を，その実現に向けて支援する。

９ 必要となる規制緩和等への迅速な対応

多種多様なデータの利活用や，様々な先端的サービスの実現に不可欠となる規制緩和に，地方公
共団体として，機を逸することなく迅速に取り組む。

１０ 気付きをもたらし挑戦の意欲を高める場の創出

デジタルツールの活用により，時間や場所に捉われない暮らし方が可能になりつつあるが，一方で，
リアルならではの価値も評価されている。人々のやる気を引き出し，挑戦心を刺激するコンテンツ（体
験，イベント等）を提供する場の創出も重要である。



Campsを中心とする
主な取り組みについて

16資料一式無断転載禁止
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市内中⼼部に⽴地



新たなビジネスや地域づくり等にチャレンジする多様な人が集まるイノベーション創出拠点
として、広島県が設置。
“Camps”とは、「集中して合宿型の訓練を⾏う場」や「非日常的な空間で新たなアイデア
を創出する場」などをイメージ。Campsを核として、人や資⾦・情報などが集積・結合して、
新たなつながりとイノベーションが次々と生み出される好循環（イノベーション・エコシス
テム)が形成されることを目指している。

・起業を志す人
・企業の新規事業担当者
・研究者やクリエイター など

イノベーション志向を
有する人

ターゲット

設置目的
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運営

・コミュニティマネージャー
施設に常駐し，人と人を繋いだり，受

付・情報発信などを⾏う。
・スタートアップ・アドバイザー

スタートアップの様々な困りごとに相談・
対応する役割。起業経験者，大学教
授，コンサルタント，ＶＣ経験者等で構
成している。
Campsがオープンイノベーション，仲
間探し，イノベーション創出の場となる
よう日々活動している。

利用者

・利⽤人数
10,132人（R元年度）
3,341人（R２年度）
3,827人（R３年度）

※R2,3コロナ休館期間あり
・会員数

2,582人（R4.5末時点）
・イベント件数

130回（年間）※コロナ期間中

（コロナ前は年280回程度）

◆Campsとは


